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1，はじめに

　中層大気中の 移動プラネタリ
ー波に つ い て は

，

昔か ら研究が行われ て きた。特に，移動性プラネ

タ リ
ー波の 中でも，5 日波 ・2 日波 ・16 日波など

に つ い て は，成層圏中で の ふるまい ・出現特性や

励起機構にっ い て様々 な研究が行われ て きた。例

えば ， 5 日波につ い ては対流圏熱帯域の 対流活動

が励起源 として有力 で あ り，季節を問わず不定期

に出現 し， 中間圏界面付近でも出現するこ とが明

らか とな っ て きた 。

　最近になっ て ，電離圏中（F 層）の 電子密度が こ

れ らの 移動性プラネタ リ
ー波と同 じ周期で変動 し，

中層大気中の プラネタ リ
ー

波との 関連性を示唆す

るよ うな研究成果がで は じめて い る。しか しなが

ら，電離圏変動が中層大気中の プラネタ リ
ー波 と

どの ように 関連 して い るの かにつ い て は ， よくわ

か っ て い ない。そ こで，本研究で は，電離圏にお

ける電子密度の 日々 変動と中層大気中の 移動性プ

ラネタリ
ー
波との 関連に つ い て ， 観測デー

タ解析

と数値モ デル に よる検証に より調べ て み る こ とと

した 。 本研究 で は ，
5 日波につ い て 詳 し く解析し

た結果にっ い て 報告す る。

2 ．観測デー
タと数値モ デル

　成層圏中の 5 日波の ふるまい につ い ては ，
UK　Met

office（1995年から200s年）の 再解析データを使

用 した。また，電離圏における電子密度は，情報

通信研究機構 （国分寺）によ り観測 されたデー
タ

を用い た。

　成層圏の 5 日波と電離圏で の 電子密度変動との

関連に つ い て，物理機構を詳細に調べ る ために ，

全 大気領域を含む 大気圏
一

電 離圏結合 モ デ ル

（GAIA）を用い て数値実験を行っ た。
　GAIAモ デル

の 中性大気部分には   M（T42L75）を用い て お り，

地表面か ら高度約 500  まで の 領域を含んで い る。

さらに GAIA には，電離圏モ デル （高度約 1000  

まで ）も含まれ て お り， 中性大気と電離大気間の相

互 作用過程を表現する こ とが可能 で ある。

3．結果

下図は，太陽活動度極 」・期 （1996 年）における成

層圏での 5 日波の 振幅 の 時間変化（上図）と電離圏

F 層領域で の最大電子密度の 5 日周期成分の 時間

変化（下図）を示す。2 月か ら 6 月まで の期間につ

い て は，成層圏中の 5 日波の 振幅が増大するの と

ほ ぼ同時期に電離圏最大電子密度にも 5 日周期変

動 が み られて お り， 両者の 間 に 関連性 が み られ る。

しか しなが ら，7 月以降につ い て は，明確な関連

性は 見られない ， また，ほ か の年に つ い て も同様

の 解析を行 っ た結果 ， 両者の 間 に 明瞭な相関がみ

られる場合とみ られない 場 合があ り，必ずしも相

関関係があるとは言えない こ とが分か っ た 。

　そ こ で，どの ような場合に ，成層圏中の 5 日波

が電離圏まで影響を与えるの か，またその 場合の

物理機構はどうなの か に つ い て 明らか にするため

に，大気圏一電離圏結合モ デル （GAIA）を用い た

数値実験と詳細な解析を行 っ た 。 解析結果につ い

て は，当 日に 示す予 定 で ある。
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図　1996 年における 1hPa で の 5 日波の 振幅（単

位 ：m ）の 時間変化（上図），最大電子密度の 5 日周期

成分の 時間変化 （単位：10
−LMHz ）（下図）。
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